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　ガスバリア材料としては1970年代より、「粘土プラス
チックナノコンポジット材料」が研究されてきた。こ
の材料はプラスチックに少量の粘土を添加したもので
あり、微視的には、プラスチックの中に一枚から数枚
重なった粘土結晶が均一分散した構造であり、ガスバ
リア性がもとのプラスチックよりも優れている。理屈
では、粘土の量を増やすほどガスバリア性をよくなっ
ていくはずである。クレーストはナノコンポジット材
料において、その含有割合が粘土大過剰になっている
ものと理解できる。
　スメクタイト結晶が緻密に高配向した耐熱ガスバリ
ア膜の発明（2003年）以来、産学官連携コンソーシア
ムの活動に基づく製品が９件（産業用シール材、焼き
付き防止スプレー、水素バリア膜、製膜用粘土、防曇
コーティング等）実用化されるなど、産総研と企業の
二者間だけではなく、関連企業同士の技術の協奏によ
るシナジー的な展開が加速されている。
　粘土膜利用製品として最も早く実用化されたアスベ
スト代替ガスケットは、粘土膜を膨張黒鉛シートの表
面に塗工したものであり、高い耐熱性、シール性、取
扱い性を併せ持つ製品として、日本中の発電所、製油
所、化学プラントなどで使用されている（写真１）。また、
粘土膜をバックシートとして用いた太陽電池は、室内
での耐久性試験を継続するとともに、屋外での評価
試験を開始している。さらに、燃料電池車等への利用
が期待される複合材製タンクは、粘土膜をガスバリア
層として採用したものであり、ヘリウムリーク試験で
高いシール性を示した（写真３）。以上三種類の用途
において共通していることは、すべて天然の粘土が用

いられている点である。
それぞれ最適な粘土を
選択している他、東北
地域の鉱山から産する
ものも含め、複数の粘
土をブレンドして用い
る例もある。クレースト
の透明化に必要な合成

粘土については、もみ殻灰から合成するプロセスを確
立した。さらに新しい試みとして、クレーストをコー
ティングすることにより、工芸漆器の高耐久性化に取
り組んでいる。以上のように脱アスベストや、震災か
らのプラントの復帰の際にガスケットが採用されるな
ど、緊急対策的に実績を上げているとともに、東北の
粘土資源を使い、地元中小企業の連携を核とする、息
の長い東北発イノベーションも進行している。また、
産業技術総合研究所が出願人として含まれる国内特許
26件、外国特許20件の権利化が達成できたことは、こ
れからの国際的な粘土膜の展開の上で、国内企業が海
外にこの製品を展開していく上の後押しとなり、重要
な意味を持つと考えている。
　一方、まだ十分にその成果が挙げられていないとこ
ろとして、粉・ペースト・膜などの原料の本格供給体
制の確立、標準化の推進、超ハイバリアフィルムの開
発、ガラス代替となる透明耐熱フィルムの開発、膜表
面の十分な平坦性の確立、膜の機能化等が挙げられる。
これらの諸問題の解決に取り組み、産学官連携コン
ソーシアム等を通じて東北の環境ブランド産業に繋げ
ていくことが今後の目標である。クレーストの開発を
通して、積極的に天然物
を利用し、自然の恵みを
生かす「恵みものづくり」
を従来の経験則中心から、
系統的な共通知識まで高
めていくことが重要と考
えている。
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自然の恵みから得られる粘土膜
Clay-based film from natural resources
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写真１:アスベスト代替ガスケット製品 写真３:複合材製超高圧タンク

写真2：粘土膜をバックシートとして用いた太陽電池モジュールの評価試験
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第2回 JACI/GSCシンポジウム（第13回GSCシンポジウム）のご案内
「化学がつくる未来社会 ー人類の永続的な発展のためにー」

１）日時：2013年６月６日（木）・６月７日（金）
　　　　　　６日：10 :00開始／７日： 9 :30開始
２）会場：メルパルク大阪（大阪市淀川区宮原4-2-1）
　　　　　　ＪＲ新大阪駅より徒歩５分
３）主なプログラム内容
　　１．主な講演者（敬省略）
　　　　 藤嶋 昭（東京理科大学）、橘川 武郎（一

橋大学）、澤田 道隆（花王㈱）、辰巳 敬（東
京工業大学）、中條 善樹（京都大学）、逢
坂 哲彌（早稲田大学）、近藤 昭彦（神戸
大学）、相馬 芳枝（神戸大学）、岩間 敏（元
石油公団）、渡邊 昇治（経済産業省）

　　　　（ 講演者は変更される場合があります。ご
了承ください。）

　　２．第12回GSC賞・第２回GSC奨励賞受賞講演
　　３．GSCに関するポスター発表及びポスター賞

表彰
４）ポスター発表の募集
　　 ポスター発表を希望される方は
　　 JACIホームページ（http://www.jaci.or.jp/）

よりお申し込みください。 

　尚、ポスター発表者の中から、35歳以下の若手研
究者を対象とするポスター賞を選考します。ポスタ
ー賞への応募を希望される方は、ポスター発表申込
時に合わせてお申し込みください。 

ポスター発表申込期限 2013年 3 月 4 日（月）
ポスター発表要旨提出期限 2013年 4 月 1 日（月） 
ポスター発表採否通知 2013年 4 月 19日（金）

５）参加登録　
　　JACIホームページより お申し込みください。
６）参加費

会　員 一　般 大学・官公庁 学　生
シンポジウム 

参加費 3,000 5,000 3,000 1,000

レセプション
参加費 4,000 4,000 4,000 1,000

レセプション：6月6日（木）18:00開始予定 
７）お問い合わせ先
　　公益社団法人 新化学技術推進協会　
　　電話：03-6272-6880 ㈹
　　FAX：03-5211-5920
　　E-mail：jacigsc2@jaci.or.jp

第７回GSC Student Travel Grant Award（第７回STGA）
候補者募集のお知らせ

　第７回STGAは、GSCの分野で優れた研究を行っている日本の大学院生が2013年11月に台湾での開催が予
定されている第４回GSCアジア・オセアニア国際会議（AOC-４）に参加し、知見を深めることを支援するため、
その参加費用を補助するものです。候補者を募集致しますので、奮ってご応募下さい。

候補者の資格
　⑴ 2012年12月20日時点で我が国の大学に所属する

大学院生であり、第４回GSCアジア・オセアニア
国際会議に参加して発表する意思を有するもの。

　⑵ 担当教員から推薦を受けたもの。
応募締切　2013年３月１日(金)

応募の詳細　http://www.gscn.netをご参照ください。
お問い合わせ先
　公益社団法人　新化学技術推進協会
　GSCN会議事務局
　TEL：03–6272–6880 ㈹  
　E-mail：gscstga@jaci.or.jp

GSCネットワーク会議構成団体 　(2012.7.1現在)
（一財）化学研究評価機構　（公社）化学工学会　（一社）化学情報協会　（一財）化学物質評価研究機構　（一社）近畿化学協会　ケイ素化学協会　
合成樹脂工業協会　（公社）高分子学会　（公社）高分子学会高分子同友会　（独）産業技術総合研究所　次世代化学材料評価技術研究組合　 

（一社）触媒学会　石油化学工業協会　（公社）石油学会　（公財）地球環境産業技術研究機構　（公社）電気化学会　日本界面活性剤工業会　 
（公社）日本化学会　（一社）日本化学工業協会　（一社）日本ゴム協会　（公社）日本セラミックス協会　（社）日本電子回路工業会　 
（社）日本塗料工業会　日本バイオマテリアル学会　（公社）日本分析化学会　（社）日本分析機器工業会　（公財）野口研究所　 
（一財）バイオインダストリー協会　（社）プラスチック処理促進協会　（公社）有機合成化学協会　（独）理化学研究所

102–0075　東京都千代田区三番町２ 三番町KSビル２階 (公社)新化学技術推進協会
Tel　03–6272–6880㈹　　Fax　03–5211–5920
URL　http://www.gscn.net/　　http://www.jaci.or.jp

http://www.jaci.or.jp/


